












　酸素投与は未熟児の呼吸管理上もっとも安易な方法として低酸素症の予防治

療に広く用いられている。酸素投与により,臨床症状が劇的に改善される場合

のあることは日常われわれがよく経験するところであり,また近年の高濃度酸

素療法により,未熟児の救命率の上昇はもちろんのこと,低酸素症に起因する脳

障害の後遺症の減少したことは広く認められているところである。


